
 

 

 

 

 

 

 

                             

 先日、市内小学校の社会科の研究授業

に参加した際、ゲストティーチャーとし

て招聘した方の言葉がとても印象的でし

た。その方は、市内で「へら絞り」とい

う金属加工技術の工場の社長を務められ

ている方でした。仕事の中で工夫してい

ること、努力していること、製品への想

いなど、子供たちの質問に対して丁寧に

答えてくださっていたのですが、最後に、

武蔵村山への想いを話してくださいまし

た。 

 その話の中で印象に残った言葉とは、

「武蔵村山ならではの何かを見付けてみ

よう」という子供たちへのメッセージで

した。それは、他の地域にあって武蔵村

山にないものもあるけれど、実は武蔵村

山にしかないものもたくさん見付けるこ

とができるという趣旨でした。 

 それは、人であり、物であり、こと（取

組）であると考えます。武蔵村山の地域 

の人材、武蔵村山の様々な施設や生産物、 
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そして武蔵村山の地域の活動や取組。 

見方を変えると、身近にある当たり前

の存在であった武蔵村山の「人・もの・

こと」のそれぞれの良さに気付くことが

できるのです。 

それは、子供たちのもつ、一人一人の

個性にも当てはまるものと考えます。子

供のできていないことではなく、努力し

ていることや目指していること。さらに

は、子供のもち味などに目を向けてみる

ことが大切であると考えます。 

 １１月は、ふれあい月間です。子供た

ちが自分の生活を振り返り、人とのかか

わり方を見直す機会となります。 

 当然、一緒に生活していけば互いの気

持ちや考えのすれ違いが生じるものです。 

そんな時、その友達の良さを見付けたり、

話を聴いたりすることで、人とのかかわ

り方を振り返り、改善を図っていくこと

が大切です。一人一人の子供の良さに目

を向け、改善を図る機会にしていきます。 

 

          

○ よく考える子 

◎ なかよくする子 

○ 元気で明るい子 

○ 力いっぱいがんばる子 
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教育目標 

三小だより 

見方を変えれば、「人」も「まち」も違って見えてくる！！ 

  
 

武蔵村山ならではの「みかん狩り」！！ 


